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研究成果の概要（和文）：国立国語研究所が長年の歳月をかけて収集し公刊した『方言文法全国

地図』は、解釈地図としてではなく資料地図として公開されたにもかかわらず、膨大なデータ

量、また公開方法の複雑さなどから、それを利用した研究が充分に進んでいないのが現状であ

った。本研究では、WEB 上に公開されている当該データを加工し、瞬時に各種分布図を作成

していくコンピュータプログラムを開発し、さらに、作成された分布図を比較検討することに

より、ことに西日本における方言の層位の重なりから、日本語の成立過程について新たな知見

を得ることができた。  

 

研究成果の概要（英文）：The Grammar Atlas of Japan (GAJ), compiled and published by the National 

Institute for Japanese Language and Linguistics, contains a large number of linguistic data of Japanese 

dialects, focusing on the grammatical items. Every maps in GAJ are intended to show the forms 

observed in each area, rather than to present the editors' interpretations on the distribution of the 

grammatical forms, and GAJ can be used as a data source of the grammatical forms of Japanese 

dialects. In fact, it is difficult to use it as a data source because there are too many data in GAJ and the 

distinctions of variants are too detailed. In order to solve this problem, we added some modifications to 

the data in GAJ and made a program which enables us to make distribution maps automatically. We 

made detailed comparisons among maps made by this program and found some facts which are 

important to consider the formation of the Western dialects of Japanese. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

 『方言文法全国地図』（国立国語研究所刊）

は、解釈地図としてではなく、資料地図とし

て公開されたにもかかわらず、膨大なデータ

量、また公開方法の不統一さなどから、それ

を資料として利用した研究が充分に進んで

いないのが現状であった。 

 研究代表者は、ＰＣを用いた全国大規模言

語地図調査・作成システム（Sugdas）を開発

し、そのシステムによる言語調査を、すでに

28 次にわたって行い、10000 葉を超える言語

地図を作成し、Web 上に公開し、また CD-ROM

として公表していた。 

このシステムで利用している地点番号メ

ッシュは、『方言文法全国地図』で採用され

ている地点番号メッシュに準拠しており、公

開されている『方言文法全国地図』データは、

コンバートプログラムを開発すれば、すぐに

このシステムのデータとして使用でき、それ

が作成する地図の一種「縮小全国地図」にそ

れらの分布を表示することが可能である。 

国立国語研究所の主導のもと、全国の研究

者達によって収集された、質の高い貴重な

『方言文法全国地図』の元データを充分に使

い切るための、かつ文科系人間にとっても使

いやすい、地図作成プログラムが求められて

いた。 

もちろん言語地図作成は言語地理学の究

極の目的ではない。地図を作成することはた

だの手段にすぎず、作成された地図から何を

読み取るか、何が読み取られるかが問題とな

る。このことに関して、日本においては『蝸

牛考』において柳田国男が提唱した「方言周

圏論」が地図の解釈原理として主流を占め、

その具体的現れである「幾重にも重なる同心

円的分布」が求められ続けた。しかし、『日

本言語地図』にも、そして今回の『方言文法

全国地図』にも、同心円はほとんど認められ

ない。 

このことは従来の日本の言語地理学が見

渡そうとした視程が、ややもすると狭すぎる

のではないかとの疑念を抱かせる。 

『方言文法全国地図 解説１』には次のよ

うな記述があり、このことに関わる国立国語

研究所の見解が示されている。 

「文法事象の言語地理学的解釈について

は、方法論的に未解決の部分が大きく、慎重

な検討が必要である・・・」 

このことから、国立国語研究所が収集した

『方言文法全国地図』データは、この国の言

語形成史を読み解くために、さらに多くの研

究者の目で詳細に検討され、「方言周圏論」

に変わる新しい解釈原則を見出すための研

究が必要である。 

 

 

２．研究の目的 

 

 国立国語研究所が Web 上に公開している

『方言文法全国地図（GAJ）』データの各項

目において、任意の必要形式ごとに分布図を

作成するプログラム（GAJ-Sugdas）を開発・



整備する。 

それによって作成される言語地図一枚一

枚には、新旧の言語地層が、路頭として姿を

現わしていると見る立場から、それらを各露

頭の広狭・重なりに注目しながら並べ替えて

いき、（本研究では）ことに、西日本におけ

る言語地層の重なりを解析・推定し、西日本

方言層位モデルを構想する。 

 

 

３．研究の方法 
 

（１） Web データの加工 

Web 上に公開されている『方言文法全国地

図』データは、回答された言語形式の一覧で

ある「凡例データ」と、その形式を使用する

地点番号が書き込まれた「地点番号データ」

とが、「各巻」を単位として項目番号順に書

き込まれた形で公開されている。これを全国

大規模言語地図調査・作成システム（Sugdas）

上で処理するためには、それらを項目番号ご

とに切り分け、また、さらに項目番号ごとに

「凡例データ」と「地点番号データ」とを合

成し、項目番号ごとに完結した「項目番号ご

とファイル」を作成しなければならない（コ

ンバートプログラム）。 

Webにおける公開方法の微妙な違いから、

この作業は『方言文法全国地図 全６巻』の

各巻ごとに行われる必要があり、あわせて６

本のプログラムが必要となる。 

（２） 地図化プログラムの作成 

  そのようにして出来上がった「項目番号ご

とファィル」を利用して分布図を作成するた

めに、現 Sugdas のメインプログラムを改定

して、凡例を表示し必要形式をクリックする

部分、画面に作成される分布図をプリントア

ウトさせる部分、同時に、地図化されている

言語形式の一覧表をプリントアウトさせる

部分などが必要となる（地図化プログラム）。 

（３） 分布図の作成・解釈 

上記の作業が終了した各巻各項目から逐

次分布図作成とその解釈の作業に入る。 

 作成された分布図一枚一枚には、新旧の言

語地層の露頭が表現される。これらを分布の

広狭・重なりなどに注目しながら、ことに、

西日本を中心としての解析作業が進められ、

その分布の複雑さから、いまだ明確に提示さ

れていない西日本方言層位モデルを構築し

ようと努め、日本列島の言語史の一端を解明

しようとする。 

 

 

４．研究成果 

 

 各種ＰＣプログラムについては予定して

いたものすべてが完了した。 

 それを用い、『方言文法全国地図』第１巻

～第６巻の全データを語形ごとに分布図化

する（全 53.502 葉）ことができ、資料集と

して、15冊に及ぶ『「方言文法全国地図」語

形ごと BMP地図集成』を作成することができ

た。これは、露頭としての新旧の言語地層を

総覧する地図であると言って良い。今後、他

の研究者からの利用が期待される。将来的に

は CD-ROMとして公表することを考えている。 

 これら各露頭の広狭・重なりに注目しなが

ら並べ替え、西日本における言語地層の重な

りを解析・推定していくことに関しては、充

分と言えないまでも解釈が進み、その一端は

論文として発表された。ただ、膨大なデータ

量ゆえ、これらひとつひとつを見通し、見渡

しながら並べ替えていく作業は果てしなく

続きそうである。 

西日本だけでなく、東日本も含めた大きな

視野を持った研究の必要性が明らかとなっ

てきた。 
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